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WWF (World Wide Fund for Nature) について

WWFは100カ国以上で活動している環境保全団体であり、1961年にスイスで設立されました。

人が自然と調和して生きられる未来をめざして、サステナブルな社会の実現を推し進めています。

サポーターの皆さまに

活動はすべて

支えられています

急激に失われつつある生物多様性の豊かさの回復と、地球温暖化防止のための脱炭素社会の実現に向けて、

希少な野生生物の保全や、持続可能な生産と消費の促進を行なっています。
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WWFジャパンの主な活動テーマ

地球温暖化を防ぐ

• 地球温暖による影響を追求する

• CO2削減政策の提案と
国際会議でのロビー活動

• 風力、太陽光などの
自然エネルギーへの言及 など

持続可能な社会を創る

• 農林産物や水産物への国際的な
エコラベルの普及

• 違法な森林伐採の防止

• 乱獲を防ぐルールづくり など

野生生物を守る

• 生息状況の調査

• 生息域の保護政策の提言

• 密漁・密輸の監視と防止 など

海や森を守る

• 国立公園や保護区を拡大

• 破壊的な開発計画の阻止

• 乱獲を防ぐルールづくり など
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発表の流れ

1. 背景情報：生物多様性にかかる国際合意と日本政府の対応

2. 本日の論点：環境林化について

• 論点① 目的の明確化 ＆ 専門家活用

• 論点② 環境林＝多面的機能発揮？クレジットの留意点

3. カーボンクレジットについての留意点

4. まとめ



出典：Copernicus HPのグラフを基に一部編集（https://climate.copernicus.eu/graphics-gallery）

◆産業革命前と比べた世界平均気温（1850-1900年比） 2024年はじめて1.5度を超えた

+1.5℃～
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気候変動だけでなく生物多様性もグローバルリスクに
1. 背景情報：生物多様性にかかる国際合意と日本政府の対応



気候変動だけでなく生物多様性もグローバルリスクに

環境課題への危機意識は年々高まっている

出典：世界経済フォーラム発行「グローバルリスク報告書2020年版」（マーシュジャパン／マーシュブローカージャパンによる翻訳）

◆ 2007年～2020年の世界リスク（上位５つ）

生物多様性への危機感が上昇

◆2025年の世界リスク（10年スパン）
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1. 背景情報：生物多様性にかかる国際合意と日本政府の対応

出典：世界経済フォーラム発行「グローバルリスク報告書2025」より

1 異常気象

2 生物多様性の喪失と生態系の崩壊

3 地球システムの危機的変化

4 天然資源不足

5 誤報と偽情報



世界では生物多様性の
危機的な減少が続いている

グローバルリスク：生物多様性の世界的減少の危機
WWF『Living Planet Report - 生きている地球レポート2024』

「生きている地球指数（LPI）」は、種・個体群のサイズの変化率（減少割合）を見た指標。人に例えれば、世界各国の人口の減少

率のようなもの。

陸、淡水、海など自然の中で生きる、脊椎動物(哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類、魚類)の約4,400種、約21,000個体群を対象に、

個体群サイズの変動率から計算している。

1970年比で73％減少
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生態系ピラミッドの頂点に位置する動物

QUIZ

20世紀の初頭には10万頭くらいいたトラ

今は何頭くらいいるかご存知ですか？

出典：
https://www.wwf.or.jp/campaign/speciallp/tiger/
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1. 背景情報：生物多様性にかかる国際合意と日本政府の対応



～ 2050年：
生物多様性枠組条約(GBF)
自然と調和して生きる世界

～2050年：
カーボンニュートラル
実現

～ 2030年：
GHG排出42％削減（2019年比）
再エネ３倍
エネルギー効率改善率２倍

2024年は観測史上最も暑い年
（初めて平均気温が産業革命前
から1.5度を突破）

炭
素
の
削
減

生
態
系
の
保
全

～ 2030年：
生物多様性枠組条約(GBF)
生物多様性の損失を食い止め、
反転させ、回復軌道に乗せる

2024年の生きている地球指数
では生きものの豊かさがー73%
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2030年目標に向けて待ったなしの環境問題
1. 背景情報：生物多様性にかかる国際合意と日本政府の対応
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国際社会：気候変動を模して進む生物多様性保全

1. 背景情報：生物多様性にかかる国際合意と日本政府の対応

Goal 1 Goal 22030年 生物多様性の回復 2050年 脱炭素社会の実現

世界の生物多様性を回復させる。
そのために、2030年までに、生物多様性の劣化を回復に向かわせる。

2050年までに、世界の二酸化炭素の排出ゼロを実現する。
そのために、2030年までに、日本の温室効果ガスの排出量を50%削減する。

生
物
多
様
性
の
指
標

百万トンCO2換算

WWFの目標も生物多様性の回復と脱炭酸社会の実現

2022年
昆明モントリオール生物多様性枠組み（GBF）に

国際社会が合意

2015年 
パリ協定で2度以下、できれば1.5度目標に

国際社会が合意
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日本政府の対応：生物多様性国家戦略 2023-2030

出典：https://www.env.go.jp/nature/biodiversity/initiatives6.html

1. 背景情報：生物多様性にかかる国際合意と日本政府の対応
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２. 論点：環境林化について
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• 環境林の各施策について、目的（何年かけてどのよう
な状態までもっていくのか）について精査必要

• 広葉樹造林は失敗や課題も多く報告され、奥山の問題、
里山の「野生の王国」化問題も指摘される

• 広葉樹など、各テーマについての経験者・専門家を活
用する必要について検討の余地あり

論点① 目的の明確化 ＆ 専門家活用
２. 論点：環境林化について
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論点① 目的の明確化 豊田市の事例

出典：「新・豊田市100年の森づくり構想」
https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/gyoseikeikaku/sangyo/1024463.html

東海豪雨被害
2000 年 9 月 11～12 日＠中京地区
沢抜け等の被害地 の半数は 2,000 本/ha 以上の過密林分であり、 1,501 本以上/ha を合わせると 76％。過密
林が集中的に被害を受け、危険性が実証された事例

２. 論点：環境林化について
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• 環境林で多面的機能が本当に発揮されるか？

• 多面的機能が担保されたことをどうやって示すのか？

• 新たなカーボンクレジットが強調すること

国際規範に則っているか？

グリーンウォッシュ＊になっていないか？

論点② 環境林＝多面的機能発揮？クレジットの留意点

＊グリーンウォッシュ：見せかけの
環境配慮。実態を伴わなかったり、
根拠に乏しいもので、欧州では消費
者に誤解を与えるとして罰則の対象。

２. 論点：環境林化について



日本人の期待：森林の多面的機能

（１）問６. あなたは、森林のどのような働きを期待しますか。

国民の認識：消費者庁「森林と生活に関する世論調査」（令和５年10月調査）

材木以外の生態系サービス・
森林の多面的機能への期待

日本人の感性が幻想にならな
いためには？

２. 論点：環境林化について



生物多様性

水源涵養

炭素貯蔵

土壌保全

レクリエーション

気候調整

大気質

文化的慣習

参考
FSC（国際森林認証）の「生態系サービス認証」と呼ばれる認証の活用も一案
以下7項目のいずれかを選んで認証を取得できる

水源涵養

空気
の質

気候調整
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カーボンクレジットへの批判：化石燃料の延命
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◆オフセットの容認で絶対量削減の障壁に（概念的イメージ）
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2
e
)

Credit

実際の排出量
（累積）

1,500t

オフセットを
容認した場合の
ネット排出量

0t

クレジットが無尽蔵に生み出され続けると、企業Bの改善遅延や化石燃料の延命につながり、
システム全体における絶対量の削減を妨げてしまう

企業A（再エネ発電事業） 企業B（鉄鋼事業）

排
出

量
(t

 C
O

2
e
)増設 増設

クレジット購入により
全排出量をオフセット

3. カーボンクレジットについての留意点



カーボンクレジットへの批判：低い品質
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1
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実在性
追加性

永続性

クレジットは品質基準の達成が必要 調査対象のうち9割弱が品質基準を未達（＝机上の空論）

◆炭素クレジットの研究調査（ 2024年11月に発表）

1

2

3

実在性
Real

実際の吸収効果がある

追加性
Additional

永続性
Permanent

ベースラインと比べて
追加的な効果がある

効果が途切れることなく
存在し続ける

• 国際研究チームが、2,300件以上
の炭素クレジットのプロジェクト
を対象に分析を実施

• 世界で発行済み炭素クレジット全
体の5分の1（約10億トンのCO₂に
相当）を網羅

• 分析の結果、実際の排出削減に基
づいたものは、たった16％未満

• 例）
✓ 風力発電：クレジットがなくても

事業が実施された可能性が高く、
追加性が認めらない

✓ 森林管理：クレジットがない地域
でも同様に実施されており追加性
が認められない

出典：Probst, B.S., Toetzke, M., Kontoleon, A. et al. Systematic assessment of the achieved emission reductions of carbon crediting projects. Nat Commun 15, 9562 (2024).

3. カーボンクレジットについての留意点
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まとめ

• 国際社会は生物多様性保全・回復に向けて動いており、日本政府も同調。その政策や枠組みは気候変動対策

を模している。

• 森林の課題に対処するためゾーニングへのニーズは高まっているが、失敗例も多いため実施には明確なビ

ジョンと専門性が必要 ⇒ 過去の教訓を語れる経験者・専門家の活用を検討してはどうか？

• 森林は生物多様性の宝庫、炭素吸収源・排出抑制の目的など「多面的機能・生態系サービス」で今まで以上

に注目  ⇒ 客観的・科学的な評価がないとグリーンウォッシュのリスク

• 2025年度、日本の環境省も他先進国にならってグリーンウォッシュのガイドラインを策定予 ⇒ カーボン

クレジットについては質の精査、国際基準への整合が重要



本資料の著作権はWWFジャパンもしくは引⽤元の組織等にあります。
事前の許可なく複写・改変等はお控えいただきますようお願い申し上げます。

ご清聴ありがとうございました！

http://#
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